
■市長提出議案（36件）
件　　　　名 結果 採決状況

専決処分の報告 承認 全会一致
人権擁護委員候補者の推薦 同意 全会一致
規約の変更（３件） 可決 全会一致
平成23年度 当初予算（10 件）

一般会計 可決 賛成多数
国民健康保険特別会計 可決 賛成多数
後期高齢者医療特別会計 可決 賛成多数
介護保険事業特別会計 可決 賛成多数
公共下水道事業特別会計 可決 賛成多数
土地取得特別会計 可決 全会一致
住宅団地造成事業特別会計 可決 全会一致
企業団地造成事業特別会計 可決 全会一致
温泉保養センター特別会計 可決 全会一致
水道事業会計 可決 賛成多数

議会政務調査費の交付に関する条例の一部改正 可決 賛成多数
副市長定数条例の一部改正 可決 全会一致
特別職の職員の給与に関する条例及び教育長
の給与、勤務時間等に関する条例の一部改正 可決 全会一致

行政組織条例の一部改正 可決 全会一致
附属機関設置条例の一部改正 可決 全会一致
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正 可決 全会一致

燕市職員の法令遵守の推進に関する条例の制定 可決 全会一致
燕市まちづくり基本条例の制定 可決 全会一致
燕市地域審議会条例の廃止 可決 全会一致
手数料徴収条例の一部改正 可決 全会一致
子どもの医療費助成に関する条例の一部改正 可決 全会一致
国民健康保険条例の一部改正 可決 全会一致
都市公園条例の一部改正 可決 賛成多数
児童遊園条例の一部改正 可決 全会一致
市特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定 可決 全会一致
平成22年度 補正予算（６件）

一般会計 第 10 号 可決 賛成多数
国民健康保険特別会計 第 4 号 可決 全会一致
後期高齢者医療特別会計 第１号 可決 賛成多数
介護保険事業特別会計 第 4 号 可決 全会一致
土地取得特別会計 第１号 可決 全会一致
住宅団地造成事業特別会計 第１号 可決 全会一致

■議員提出議案（５件）
件　　　　名 結果 採決状況

燕市議会委員会条例の一部改正について 可決 全会一致
容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と
再使用を促進するための法律の制定を求め
る意見書

可決 全会一致

高齢者・国民が安心して医療や介護が受けら
れるような施策推進を求める意見書 可決 賛成多数

地域を支える建設業の健全化に向けた「公契
約法」の制定を求める意見書 可決 全会一致

ＴＰＰ交渉参加に反対する意見書 可決 賛成多数
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議案第 13号……原案可決
燕市議会政務調査費の交付
に関する条例の一部改正に
ついて

主な議案の審議 内容を紹介します

 県内 20 市の政務調査費
市　名 人　口

(H22.4.1)
政務調査費
月額 (円) 交付先

新潟市 803,896 150,000 会派か個人
長岡市 279,592 60,000 会派
上越市 207,570 50,000 会派及び個人
柏崎市 92,224 40,000 会派
三条市 105,271 30,000 会派
新発田市 103,491 20,000 会派及び個人
糸魚川市 48,936 17,000 会派
妙高市 36,865 15,000 個人
十日町市 60,957 12,500 会派
五泉市 56,571 12,500 会派
佐渡市 65,052 10,000 会派及び個人
南魚沼市 61,568 10,000 会派及び個人
胎内市 32,251 10,000 会派及び個人
小千谷市 39,616 8,000 個人
燕　市 83,758 7,000 会派
村上市 68,966 5,000 会派
阿賀野市 46,886 5,000 会派及び個人
魚沼市 42,047 5,000 会派及び個人
加茂市 31,160 5,000 会派
見附市 42,892 4,167 会派

●内容
　議員数が 24 人になったことに伴い、活動範囲や活動内
容の充実・拡大の必要性を考慮し、月額を 7,000 円から
12,000 円に引き上げるもの。

３月定
例会

　本当に議員活動をする
のであれば、現行の月額
7,000 円では足りません。
使わない分は返還すればい
いことではないでしょうか。

　政務調査費の引き上げ
に対しては市民感情、経
済情勢や財政状況を考慮
すると、引き上げるべきで
はないと考える。

賛成意見 反対意見

●採択は賛成多数で可決されました。

議案 議案第 23号……原案可決
燕市子ども医療費助成に関する条例の一部改正について

●内容
　３人以上の多子世帯のみ小学校６年生までとしていた通院助
成を、「すべての子どもを小学校 6 年生まで助成対象」とする
もの。平成 23 年４月１日から施行。

Ｑ質問
　議会でもたびたび取り上げられてきた。公平に引き上げら
れることは評価したい。

Ａ答弁
　子ども医療費助成は、県単独医療費助成に市が上乗せし
て実施してきた。この間、県の要項改正のたび市の条例を改
正してきたが、特に通院助成については全世帯の子どもを対
象としたものになっていなかった。

燕市の特定の事務を取り扱わせる
郵便局の指定について
●内容

　戸籍謄本や抄本、住民票の写し、印鑑証
明や納税証明書などの請求受付および証明
書の引き渡しサービスを行う郵便局に燕郵便
局を追加したい。

Ｑ質問
　実際には何件くらいの利用がされているのか。

Ａ答弁
　平成 16 年６月に小池郵便局と小中川郵便
局を指定以降、21 年に神田町郵便局と国上
郵便局を、22 年には燕南郵便局を指定した。
平成 22 年度は３月７日現在で小池 460 件、
小中川 243 件、神田町 40 件、国上 17 件、
燕南で 54 件の利用となっている。新たに燕
郵便局を指
定し市民サ
ービス向 上
を図ってい
きたい。

議案第 27号……原案可決

●内容
　「住民基本台帳カード」の交付手数料を引き続き平成
26 年３月 31 日まで無料とするもの。

Ｑ質問　なぜ延長するのか。

Ａ答弁　「住民基本台帳カード」は顔写真付きで身
分証明書や国税の電子申告などにも利用され、平成 23
年 1 月現在で 1900 枚が発行された。国の、手数料無
料化に伴う交付税措置は 3 月末で終えるが、このカード
は運転免許証な
どと共に身 分 証
明書として重要な
目的をなしている
ので、市としては
交付手数料を無
料とする制度を継
続させたい。

議案第 22号……原案可決
燕市手数料徴収条例の一部
改正について
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